
別紙様式６

令和４年度

改善方策

10月 ２月

基礎・基本の確実な定
着

少人数を生かした個別最適な
学びの充実を図るとともに，
「チャレンジタイム」の内容を
精選し，計画的に実施する。

単元末テスト（国語，算数）の「知
識・技能」の平均得点率８５％以上
の児童の割合

80%

国語
75.4％
算数
85.2％

国語
68.8％
算数
85.2％

国語
86％
算数
106.5％

2

4

国語科は目標値に届いていない。目標値を達
成していない児童が固定化している。実態を分
析すると，自分から進んで楽しんで読書をする
習慣が身に付いていないこと，宿題の未提出
や丁寧さに欠けていることが共通している。
算数科は目標値を上回ることができた。算数科
の知識・技能の場合は，チャレンジタイム等を
通して行った少人数を生かした個別最適化の
取組の効果が表れやすい。

B

・基礎学力の「学力差」が大きくなっています。
必要最低限のレベルに到達できるよう，これら
の取組に期待します。
・自ら進んで学んでいけるよう，工夫が必要で
す。
・国語辞典の利用を促進して書く習慣をつける
ことを勧めます。

毎日の小テストや既習の漢字を使って振り返りを書
くこと，また詩の暗唱など言葉にこだわった取組を
毎日の積み上げを継続していく。読書については，
絵を見るだけで，文字を読むことに触れることが少
ない児童がいるので，学級での朝読書・チャレンジ
タイムの時間を使って，担任が「読み聞かせ」をし，
本の楽しさを感じる機会を増やしていく。

◎主体的・対話的で深
い学びの実現

児童が主体的に学ぶ課題発
見・解決学習を充実させるとと
もに，言葉による見方・考え方
を働かせる三角ロジックを取り
入れた学習の充実を図る。

国語科単元末テスト「読むこと」の設
定得点率（第１～３学年85%，第４～
６学年80%）以上の児童の割合（活
用問題含む）

根拠・理由を明確にして自分の考え
（主張）を表現できる児童の割合（教
師評価及び児童アンケート）

80%

80%

低学年
72.7％
高学年
71.4％

75.4％

低学年
84.8％
高学年
82.1％

90.1％

低学年
106％
高学年
102.6％

112.6％

4

4

　低学年，高学年ともに目標を達成することが
できた。中間結果を受けて取り組んだ改善方策
の成果が出たと考えられる。
　達成度が学年によって差があるため，学年の
実態に応じて基本問題，活用問題の割合を工
夫していく必要がある。
　中間結果から大きく数値が向上した。言葉朝
会や三角ロジックを活用した授業づくりの成果
であると考える。表現の内容をさらに向上させ
ていく必要がある。

A
・どの学年も自分たちの目標の達成のために
努力していることがよくわかります。
・目標値を上げて取り組んでいきましょう。

　各学年の実態や課題を校内で共有し，学校全体
で取り組むべき内容，各学年で取り組むべき内容
を整理して，朝学習の時間や授業の時間で計画的
に基礎・基本の問題，活用問題に取り組む。
　言葉朝会に取り組みを引き続き継続するととも
に，特に「理由付け」の部分について，自身の経験
や既有の知識を生かしたものとなるよう内容を意識
させていく。

よりよい読書活動の推
進

読書環境づくり（「学校まるご
とライブラリー」）を基盤とし
て，推薦図書，目標読書量へ
の挑戦や家族読書，並行読
書の取組を進め，読書の日常
化・習慣化を推進する。

毎週末の家族読書に取り組んだ児
童の割合

「読むこと」の単元（説明文２，物語
文２）における並行読書を行った児
童の割合

90%

90%

93.5%

100%

90.3%

100%

100.3%

111.1%

4
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 家族読書に取り組んでいる児童の目標値を達
成することができた。しかし，取り組めていない
児童は固定化されている。学校では，朝読書や
国語科の並行読書に取り組めている。家庭で
の生活に読書を位置づけることができるよう
に，家庭への取り組みをさらに工夫していかな
ければならない。
　国語科における並行読書は，年間を通じて，
全児童が取り組めていて，授業の中に位置づ
けることができた。

A

・家庭読書が定着できていることはすばらしい
です。
・定着できていない児童の背景分析を行い，対
策を立てていってください。
・朝読の良い影響があると思うとうれしいです。
・映像は理解できていなくても勝手に進んでい
きますが，読書は自分のペースでできます。読
書のよさを生かしていってください。

　学級通信や学校だより等で，家庭読書の良さを保
護者にアピールする。また，学校でも、引き続き，
朝読書や国語科の並行読書の取り組みを継続し
て，読書の日常化，習慣化を図る。
　家庭で家族読書が取り組みにくい児童に対して
は，担任が一緒に本を読んだり，懇談で直接保護
者に協力を訴えたりするなど，粘り強く取り組みを
進めていく。

◎自律心の醸成

「き・だ・に・じ・ま・ん」の指導
を継続して行うとともに，
「に・・・にこにこ笑顔であいさ
つ」の徹底を図る。

児童アンケート（「自分から進んで気
持ちのよいあいさつをしている」）の
肯定的評価

保護者アンケート（「わが子は気持
ちのよいあいさつをしている」）の肯
定的評価

90%

80%

98.4%

96.7%

98%

94.8％

108.8％

118.5％
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児童アンケート，保護者アンケート共に目標を
達成することができた。毎月の挨拶運動に加え
て，児童会役員が中心となって頑張っている児
童を評価していく活動を取り入れることで児童
のやる気を喚起することができた。。相手の目
を見て挨拶をする児童は増えたが，声の大きさ
や，自分から挨拶をすることに課題が見られ
る。

A
・６年生の活動が全校児童に良い影響を与え
ていると思います。
・児童も保護者もよい評価が出ています。ほめ
ることでさらにやる気が出てきます。

 あいさつの大切さや，「気持ちのよい挨拶」とはど
のような挨拶なのかについて学年に応じて話をす
るとともに，通信や懇談会などを通して保護者にも
周知していく。さらに，児童会役員を通して，今後も
評価していく活動を継続していく。

思い合いの心の醸成
なかよし班掃除やなかよし班
遊び等，異学年交流の取組を
推進する。

児童アンケート（「学校でいろいろな
学年の友だちと一緒に活動すること
は楽しい」）の肯定的評価

90% 96.8% 100% 111.1% 4

新型コロナウイルスの発生状況により限られた
交流しかできなかったが６年生を中心にみんな
が協力できていた。高学年が低学年を優しい目
で見て引っ張ってきた結果だと考える。

A ・きれい好きな児童が増えていることは素晴ら
しいです。

新型コロナウイルスの発生状況にもよるが，高学
年が低学年を引っ張っていくような活動を仕組んで
いく。仲良し班の活動を充実させていく。

体験活動の充実
生活科や総合的な学習の時
間を中心とした地域学習（ふ
るさと木谷）を推進する。

地域貢献の取組（総合的な学習の
時間）または地域のよさを伝える活
動（生活科）を各学年1回以上の実
施

100% 50% 100% 100% 3

各学年で地域と協働して木谷ならではの学習を
すすめ，朝会の時間を使用して他学年に向け
て学習内容を発表したり，木谷の地域で学習し
たことをまとめたものを作成し発表したりして，
地域貢献の取組を行うことができた。

A
・地域体験学習の継続は素晴らしいです。
・木谷ならではの体験ができていてうれしいで
す。
・後継者育成につながる体験・職場学習を行っ
てほしいです。

各学年とも，引き続き地域の方とコミュニケーション
をとりながら地域の活動を体験したり，学習したりし
ていくとともに，高学年は地域の学習をおこなって
自分たちに地域貢献としてどのようなことができる
か具体的に考えて実行していく。

体力の向上
外遊びの奨励，体育科の授
業・体育的行事を通して体力
つくりに取り組む。

外遊び週間中に外遊びをした児童
の割合（毎月第２週）

上体起こしの向上率（12月実施の数
値／6月実施の数値×１００）

90%

105%

100% 100%

114%

111.1%

108.6%

4

朝会や放送等で声掛けを行い，元気に外で遊
ぶことのよさを意識させ，目標を達成することが
できた。
体育科の授業毎に腹筋トレーニングに取り組
み，６月実施の数値をはるかに上回ることがで
きた。継続して行うことで，力をつけることがで
きた。

A
・冬季は，寒さのために外に出にくいと思うの
で，元気タイムは，とても良い取組です。基礎
体力の向上に外遊びは大切です。

遊び時間を引き続き有意義なものにしていけるよう
に，外遊びの楽しさを伝えていく。異学年交流でき
る縦割り班遊びを継続していく。
遊々タイムでは，引き続きクラス全員で仲良く元気
に遊ぶ。来年度も，引き続き体育科の授業の導入
の時間にトレーニングに取り組むようにする。

◎健康・安全な生活習
慣や態度の確立

生活ふりかえり週間を設定
し，基本的な生活習慣の定着
を図る。

生活ふりかえり期間中，おおむね睡
眠時間が確保できているた（80%以
上）児童の割合（低学年９時間，中
学年8.5時間，高学年8時間）

70% 87.8% 83.4% 119.1% 4

生活ふりかえり期間中は毎日生活ふりかえり
カードを提出させ，担任が実態を確認し，評価
を行った。その結果，目標達成に向けて一人一
人が意欲的に行動し，目標達成することができ
た。
睡眠の大切さについての保健指導を行った。そ
の結果，１年生には数値の上昇が見受けられ
たが，他の学年は結果として現れなかったた
め，内容の見直しをしていく必要がある。

A

・睡眠時間の確保は，とても大切です。スマホ
やタブレットの使用時間が多くなるのはやむを
得ない部分はあるとは思いますが，視力低下
防止対策を取ってほしいです。
・睡眠について，昨年度まで時刻管理でした
が，時間管理になってよいと思います。継続し
てほしいです。

睡眠の大切さについての保健指導を強化するとと
もに，学級懇談会の際に，生活ふりかえりカードの
結果の割合を示した資料を配布し，改善点につい
て話し合う機会を設け，家庭との連携も図っていく。

◎コミュニティ・スクール
の推進

地域・保護者と連携した教育
活動を進めるとともに，積極的
な情報発信（学校だよりやコ
ミュニティ・スクール通信・学級
通信・HP等)を行う。

保護者対象アンケート「①学校は地
域・保護者とともに学校づくりに取り
組んでいる」「②学校は教育方針，
取組の内容，子どもたちの様子等を
分かりやすく伝えている」の肯定的
評価

90%
①98.5％
②98.5％

①96.6％
②98.3％

①107.3％
②109.2％ 4

①②とも目標値を大きく上回っている。積極的
肯定が①②とも70％を超えている。20％超の保
護者が積極的肯定をつけていない要因を分析
すると，すべての項目をBとして〇をつける保護
者が10名程度存在する。学校の取組もしくは学
校評価への関心が薄いと思われる。

A

・学校からの発信は素晴らしいです。継続して
ください。
・木谷の維持・発展につながるコミュニティ・ス
クールにしてください。
・保護者アンケートの質問の仕方を工夫してみ
てはどうでしょうか。

学校の取組とともに学校評価に対する保護者の関
心を高めるために，学校評価の目的や効果につい
て，学校説明会や学校だより等で説明する場を増
やし，より，適切な評価をいただけるようにしてい
く。

働き方改革の実現を図
る

業務改善を推進し，子どもと
向き合う時間を確保する。

①職員の時間外勤務時間が月平均
80時間未満の職員の割合

②子供と向き合う時間の確保がされ
ていると答える教職員の割合

100%

90%

①100％
②100％

①100％
②100％

①100％
②111％ 4

①全職員，月平均80時間未満であった。また，
ほとんどの職員が45時間未満となっている。
②全職員が確保できていると回答している。
小規模校ということもあるが，業務の精選・効率
化がなされていると思われる。

A ・これからも続けていってください。
教務主任と連携して，スケジュール管理のより一層
の効率化を進め，時間外勤務時間の減少と子供と
向かい合う時間の確保に取り組んでいく。

　

　

　

コメント

（　最終評価　）

豊
か
な
心
の
育
成

（
徳

）

2 心豊かな人間性を培う

目標達成のための方策
目
標
値

評価計画

　「今日も学校に来てよかった」と思える学校づくり

4

中期経営目標
重
点

1

評価項目

保護者や地域とともに
ある学校づくりをめざ
す

達成値

※目標の精選と重点化を行い、重点の項に「１」「２」「３」で表示する。
重点目標は◎で表示する。

改善方策

健
や
か
な
体
の
育
成

（
体

）

3
生活リズムを整え，健
康な体つくりを進める

短期経営目標

学校関係者評価
（学校運営協議会による評価）

項
目

達成度

確
か
な
学
力
の
定
着

（
知

）

経営理念

信
頼
さ
れ
る
学
校

学　校　評　価　表 東広島市立木谷小学校

結果と課題の分析

自己評価

基礎・基本の確実な定着
と主体的・対話的で深い
学びの実現

評価

学校教育目標

評価

■自己評価

４…目標を上回って達成 ３…目標どおりに達成

２…目標をやや下回って達成 １…目標をかなり下回って達成

■学校関係者評価 （学校運営協議会による評価）
Ａ…とても適切である Ｂ…概ね適切である
Ｃ…あまり適切でない Ｄ…全く適切でない

ミッション 学校・家庭・地域が協働し，共育する学校づくりを推進し，これからの時代をたくましく
生き抜くための資質・能力を身に付けた児童を育成する。

ビジョン 保護者や地域とともにある学校 ○児童が主体的に学び合い，「わかった，できた，よかった」を実
感できる学校 ○家庭・地域と協働・共育する，夢と感動あふれる学校


